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学 会 長 挨 拶 

韓国日本語学会会員の皆様

2019年、焼けつくように暑い夏に、日韓両国の対立がピークに達しまし

た。両国の排他的な民族主義の感情に火がつき、日韓関係がゼロサムゲーム

であるかのように誤解され変質しているようです。

しかしながら、今回の日韓の対立の本質は、政治・経済・社会・文化等、多方面にわたる日韓関係

が半世紀ぶりに新しい秩序へと再構築されるための一時的な混乱であり痛みであるように思います。

1965年の日韓基本条約締結の過程においてうやむやにされた過去の問題がいつか噴出するであろうこ

とは、すでに予見されていたことです。

干からびそうな酷暑もいつまでも続くわけではありません。また、風雪に耐えることなく咲く花が

どこにあるでしょうか。今、私たちはそうした転換点に立っているのです。韓国と日本が互いの価値

を認め合い、厳しくあるべき点は厳しく、寛容であるべき点は寛容になり、真の隣人へと生まれ変わ

るためには、不断の努力が必要です。厳しい時期こそ、私たち研究者はそれぞれの立場で自らが担っ

ている任を全うしたいものです。そうして、日韓両国が互いに価値観は違えども「大切な縁」で結ば

れていることに思い至り、未来志向的な関係を結ぶに至ったときの喜びを、共に分かち合いたいもの

です。

言語と文化の研究を通して日韓両国の相互理解に貢献してきた韓国日本語学会が、創立20周年を迎

えました。記念碑的な第40回国際学術大会を9月21日に聖潔大学校にて開催いたします。<グローバル

人材育成のための日本語教育の実践>という主題で、研究者と実務者の間の相互交流の場を設けまし

た。ビジネスコミュニケーションと協働学習を主題に旺盛な研究活動を展開していらっしゃいます麗

澤大学の近藤彩先生の基調講演と、職業訓練分野と現場評価分野の専門家としてご活躍でいらっしゃ

います林敬植韓国職業相談協会共同訓練センター長の特別講演の場を設けました。

また、国内外の研究者の研究成果を「一般発表」と「企画発表」、そして「ポスター発表」という

充実した形で準備いたしました。各発表会場で活発な論議が展開されることと思います。今回の学術

大会が会員の皆様にとって意義深い学術交流の場、学問的な渇きを解消する場、そして大切なご縁を

育む場となりますことを、心より願っております。

2019年 9月

韓国日本語学会 第10代会長 李吉鎔
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会 員 近 況     

○ 勤務先変更

・李東哲 会員

  中国浙江越秀外国語学院から新羅大学校教養大学助教授(日本語)に変更 (2019.3)

・金廷珉 会員

  麗澤大学人文大学日語日文学科ら亜細亜大学准教授に変更 (2019.4)

・孫栄奭 会員

  済州大学校人文大学日語日文学科助教授に任用 (2019.9) 

・全紫蓮 会員

  慶尚大学校師範大学日語教育科助教授に任用 (2019.9)

○ 事務局

　〒06974 서울시 동작구 흑석로 84 

　　　　　 중앙대학교 아시아문화학부 이길용 교수 연구실 

  〒06974 Seoul市 銅雀区 黒石路 84 

          中央大学校 アジア文化学部 李吉鎔教授研究室 

  E-mail : jlak123@hanmail.net      Homepage : http://www.jlak.or.kr

  ● 審査料及び掲載料の納付先 

  国民銀行(kookmin Bank) 884201-04-150294 이길용(한국일본어학회) 李吉鎔(韓国日本語学会)

・韓国日本語学会では海外団体会員(台湾日本語学会、日本国立国語研究所、国際交流基金日本語国際センター)

に定期的に学術誌を発送しています。個人会員の場合は学会運営の関係上、郵送料をいただいております。学

会誌の発送をご希望の方は事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。学会誌に記載された論文は

創刊号から最新号まで学会ホームページの学会誌(http://jlak.or.kr/modules/doc/index.php?doc=search&___

M_ID=27)よりダウンロードできますのでご利用ください。        
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協 力 研 究 会

○ 韓国OPI研究会 2019年度 活動情報

本研究会では今年8月、一般社会法人アクラス日本語教育研究所の嶋田和子先生を講師にお招きし、

以下の日程で第14回ACTFL-OPI試験官養成ソウルワークショップを開催いたしましたことをご報告い

たします。また、ワークショップの前日には、本研究会20周年記念食事会を開きました。

< 第14回 ACTFL-OPI試験官養成ソウルワークショップ >

日時: 2019年8月21日(水)～8月24日(土)

9:00～18:00(最終日は、17:00終了)

会場: ハナ他文化センター多隣(タリン)

主催: 韓国OPI研究会

講師: 嶋田和子先生(一般社会法人 アクラス日本語教育研究所)

参加者: 日本人8名、韓国人2名(計10名)

嶋田先生のご指導のもと、受講生が実際に日本語学習者である被験者を前にして日本語でのOPIイン

タビューの練習を行い、被験者の口頭能力レベルの判定方法、インタビュー方法等について活発な議

論が行われました。

断続的ではありますが、今後も本研究会でACTFL-OPI試験官養成ソウルワークショップを継続して

開催して参りたいと思います。また、9月末には今年度第3回目のソウルでの定例会を企画しておりま

す。定例会の詳細につきましては、以下、研究会ホームページをご参照いただきますよう、宜しくお

願いいたします。皆様のご参加を、心よりお待ちしております。

◆ 韓国OPI研究会ホームページ    http://opik.da-te.jp/ ◆
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常 任 理 事 会

  【第10代常任理事会６次】 

  日時: 2019年 7月 17日(水)

  場所: 時事日本語学院別館3階302号室

· 執行部関連報告

1) 10代執行部成果点検

2) 時期会長推薦

· 学術誌関連報告

1) 16集論文投稿状況報告

2) 学術賞候補推薦論文15編選定、学術賞選定委員会に送付

· 9月学会準備状況点検

1) 9月学会開催日時および場所: 9月21日(土)、聖潔大学校

2) 基調講演および特別講演招請確定 

3) 開会式および総会準備状況点検

4) 募集発表者数、発表会場数: 追って論議が必要

5) 祝辞: 国際交流基金ソウル事務所新任所長(依頼予定)

· 広報分科関連

1) ニュースレター(9月中旬発送予定)

· 総務分科・事務局関連

1) 韓国研究財団2019年度学術誌支援事業申請完了
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編 集 委 員 会     

  【60輯編集委員会】 

･ 第１次編集委員会（2019. 4. 12. 時事日本語学院本館303号室） 

 1) 第60輯投稿論文確認および報告(14編)

 2) 第60輯投稿論文審査委員選定

 3) 第60輯審査日程論議 

 4) 第60輯投稿論文審査依頼

 5) その他案件

 

･ 第２次編輯委員会（2019. 4. 29. サイバー編集委員会） 

 1) 第60輯審査進行点検および論議

･ 第３次編集委員会（2019. 5. 9. 時事日本語学院本館204号室）

 1) 第60輯投稿論文審査結果報告および確認 

 2) 第60輯投稿論文審議の結果、11編の掲載を決定

 3) 第60輯審査結果通知および投稿者修正依頼

 4) 9月学会学術賞授与候補選定日程論議

 5) その他案件 

      

･ 第４次編集委員会（2019. 5. 22. サイバー編集委員会） 

 1) 第60輯投稿者修正内容確認

 2) 英文要旨監修依頼、チェクサラン編集依頼

･ 第５次編集委員会（2019. 6. 10. 図書出版チェクサラン）

 1) 第60輯１次刊行作業経過確認 

 2) 第60輯１次刊行作業および校正作業

  

･ 第６次編集委員会（2019. 6. 14. 図書出版チェクサラン）

 1) 第60輯最終校正作業

 2) 第60輯印刷依頼

 3) 編集委員会今後の日程点検

    

  ･ 『日本語學硏究』第60発刊（2019. 6. 20.）
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  【61輯編集委員会】 

･ 第１次編集委員会（2019. 7. 17. 時事日本語学院本館303号室） 

 1) 第61輯投稿論文確認および報告(12編)

 2) 第61輯投稿論文審査委員選定

 3) 第61輯審査日程論議 

 4) 第61輯投稿論文審査依頼

 5) その他案件

 

･ 第２次編輯委員会（2019. 8. 2. サイバー編集委員会） 

 1) 第61輯審査進行点検および論議

･ 第３次編集委員会（2019. 8. 9. 時事日本語学院本館306号室）

 1) 第61輯投稿論文審査結果報告および確認 

 2) 第61輯投稿論文審議の結果、8編の掲載を決定

 3) 第61輯審査結果通知および投稿者修正依頼

 4) 時期編集委員会引き継ぎ論議(第62集より第11期編集委員会参与要請)

 5) その他案件 

      

･ 第４次編集委員会（2019. 8. 17. サイバー編集委員会） 

 1) 第61輯投稿者修正内容確認

 2) 英文要旨監修依頼、チェクサラン編集依頼

･ 第５次編集委員会（2019. 8. 27. 図書出版チェクサラン）

 1) 第61輯１次刊行作業経過確認 

 2) 第61輯１次刊行作業および校正作業

  

･ 第６次編集委員会（2019. 9. 2. 図書出版チェクサラン）

 1) 第61輯最終校正作業

 2) 第61輯印刷依頼

 3) 編集委員会今後の日程点検

    

  ･ 『日本語學硏究』第61発刊（2019. 9. 20.）
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学 会 ニ ュ ー ス     

○ 姉妹学会学術大会

 第11回中日対照言語学会国際学術大会が、2019年8月24日～25日、中国西安外国語大学にて開催され

ました。洪珉杓学術研究発展委員会委員長と黄永熙研究副会長が代表として参加しました。第12回中日対照言

語学会国際学術大会は、2020年8月に浙江師範大学にて開催される予定ですので、ご発表を希望される方は事

務局までお問い合わせください。

○ 第８回韓国大学生日本語ディベート大会支援

韓国日本語学会は、日本語学研究の成果活用と社会的寄与という観点から、＜韓国大学生日本語ディベート

大会＞を2016年から公式後援してまいりましたが、今年も引き続き後援することを決定いたしました。本大会

は9/28(土)ソウル大会、9/29(日)釜山大会、10/5(土)全国大会を予定しておりますので、多くの会員の皆様の

ご関心とご参加を賜りますようお願いいたします。
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『日本語學研究』 論 文 投 稿 案 内

▣ 投稿規定

第1条 (学会誌発刊日程)

学会誌発刊日 論文投稿締切日

第1回発刊 3月20日 前年12月31日

第2回発刊 6月20日 3月31日

第3回発刊 9月20日 6月30日

第4回発刊 12月20日 9月30日

①学会誌は上記の日程で年4回発刊する。

②投稿論文は随時受け付け、締め切りは上記のようにする。

第2条 (投稿資格)

①原則的に本学会の会員に限る。

②会員との共同投稿者及び招請講演者、姉妹学会の会員、編集委員会の推薦による海外からの投稿者

は例外とする。

③連携協力研究会において発表した論文は、本学会での発表と同一の資格を付与する。

第3条 (投稿対象)

一般会員は本学会の学術発表会での口頭発表の有無と関係なく投稿することができる。

第4条 (論文内容)

日本語学関連の論文として、既存の国内外の学術誌に発表していない独創的な研究論文でなければな

らず、本学会の研究倫理規定に従わなければならない。

第5条 (掲載限度)

一つの学会誌に掲載することができる論文は一人一編に限る。また、同一人物の単独論文は2回以上

連続して掲載しないことを原則とする。ただし、招請論文等の場合は例外とする。

第6条 (分量)

学会で規定した論文作成要領に従い、図及び表を含めて16ページ程度とする。12ページ未満及び20

ページ以上の超過は受け付けないことを原則とする。

第7条 (投稿論文受付)

①投稿者は本学会の論文作成要領に従って論文を作成し、学会のオンライン投稿システム

(http://jlak.jams.or.kr)から提出する。

②投稿者は学会のオンライン投稿システムに会員登録する際、必ず本人の身分事項を記載しなければ

ならない。

③審査用の論文本文には投稿者と関連する事項を一切記載しない。また、編集委員会の監査が記入の

有無を確認する。
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第8条 (審査)

投稿された論文は審査規定に則り、オフライン編集委員会の主管で3人以上の審査委員の審査を経

て、掲載の可否を決定する。審査委員の選定は投稿論文の専攻研究分野を考慮し、オフライン編集委

員会で決定する。但し、3人の審査委員には本学会の審査担当編集委員(査読委員)1人以上が必ず含ま

れなければならない。

第9条 (審査料及び掲載料)

①審査料は1編あたり6万ウォン、掲載料は一般論文の場合は10万ウォン、研究費受託論文の場合は20

万ウォンとする。ただし、無発表論文の掲載料は一般論文20万ウォン、研究費受託論文30万ウォン

とする。

②学会発表論文として認められる期間は発表日から2年以内とする。

③最終的な掲載論文の分量が20ページを超過する場合、1ページごとに1万ウォンを追加で負担する。

④審査料は論文投稿の締切日まで、掲載料は掲載用の原稿提出締切日までに入金する。

第10条 (校正)

原稿の校正は投稿者が責任を持ち、論文の編集は編集委員会の方針に従う。

第11条 (別刷本)

原稿料を別途で支払うことなく、学会誌に論文が掲載された投稿者には学会誌２部と別刷本20部を贈

呈する。但し、海外発送の場合には別途30,000ウォンの配送料が発生する。

第12条 (著作権)

受け付けた原稿は返還しない。また、投稿論文が学会誌に掲載された場合、当論文のオンライン及び

オフライン著作権は本学会に帰属する。

第13条 (その他)

本規定に明示されていないその他の事項は編集委員会の決定に従う。

＜付則＞

・この投稿規定は、2015年10月30日から改訂・施行される。

・この投稿規定は、2015年12月21日から改訂・施行される。

・この投稿規定は、2017年09月01日から改訂・施行される。

・この投稿規定は、2018年03月21日から改訂・施行される。

・この投稿規定は、2019年01月11日から改訂・施行される。

  

- 21 -

『日本語学研究』投稿要領

▣ 投稿要領

1. 使用言語

論文は韓国語、日本語または英語で作成する。

2. 使用環境

原稿はを使用して作成することを原則とし、で入力できない漢字及び記号、図表などは他の紙

面で提出する。但し、外国在住などの理由で、を使用できない場合はMSワードを使用して作成す

る。

3. フォント

韓国語は「新明朝」、日本語は「新明朝略字」を原則とする。但し、MSワードの場合、韓国語は「明

朝」、日本語は「MS明朝」で作成する。

4. 原稿分量

学会で規定した論文作成要領に従って、図及び表を含めて16ページ程度とするが、12ページ未満及び

20ページを超過した場合は受け付けないことを原則とする。最終的な掲載論文の分量が20ページを超過

する場合、追加掲載料を負担する。

5. 論文内容

次の順序に従い、フォント及び体裁は論文作成要領を参考にする。
①論文題目

②著者名:著者名には脚注に所属、職位、細部専攻を記入する。(論文作成例 参照) 2人以上の共同

論文の場合、第1著者を先頭に書き、必要な場合、脚注で著者の所属及び細部専攻の後に“(第1著
者、交信著者)”と明示する。

③要旨:要旨(題目含む)は最初のページと最後のページにそれぞれ作成する。論文の最初のページの

要旨は300語程度の英語(必須)で作成し、論文の最後のページの要旨は600字程度の分量で英語を

除いた論文の本文と異なる言語で作成する。(例：論文の言語が日本語の場合は韓国語、論文の言

語が韓国語の場合は日本語にする）
④研究分野:二つの要旨に投稿論文の研究分野を例に示した分野の中から選択し、明示する。
   (例:音声学(Phonetics)、音韻論(Phonology)、統辞論(Syntax)、形態論(Morphology)、意味論

(Semantics)、語彙論(Lexicology)、語用論(Pragmatics)、社会言語学(Sociolinguistics)、日本語教

育、(JapaneseEducation)、日本語史(Japanese History)、その他の日本語学 (Other Japanese 
Studies))

⑤キーワード:二つの要旨に論文の内容を含みうる５つ以内の主題語を要旨と同一の言語で提示する。
⑥本文

⑦注:本文の内容を補充する必要がある場合、脚注を作成する。 
⑧用例出典:原則的に用例の出典を明らかにする。 
⑨参考文献:著者名を基準にして韓国語、日本語、英語の順で作成し、書誌情報は著者名、年度、論

文または著書名、論文の場合は掲載誌の巻号、発行機関、ページ数の順で漏れなく記載する。同一

著者の文献が二つ以上ある場合、年次順に作成し、二つ目の文献からは著者名の代わりに下線を用

いる。 
   例: 김정수(2003)「한일어 조사대조」『일본어학연구』6 한국일본어학회 pp.1-5

               (2004)「일본어 대우표현의 특징」『일본어학연구』10 한국일본어학회 pp.1-5
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      高橋太郎(1969)「すがたともくろみ」『日本語動詞のアスペクト』麦書房 pp.1-5 
      Rakoff,L.(1973) Language and Women's Place. Language in Society, NY: Harper 

      Colophone Books, pp.1-5 

6. 図及び表

すべての図は下段中央に、表は上段中央に <図1>、<表1>のように表示し、必ず題目を記入する。

7. インターネット資料

インターネット資料を用例出典及び参考文献として利用した場合、URLの後ろに検索年月日を明示す

る。
(例: http://www.jlak.or.kr/  (検索日: 2014.3.20.))

8. 外来語表記

ハングル正書法の外来語表記法に従う。

▣ 審査料及び、掲載料入金要領

[予稿集発刊費]
■入金期限:学術発表の発表要旨の投稿締切日(または発表当日)
■金額:10,000ウォン

[審査料]
■入金期限:論文投稿締切日

■金額:60,000ウォン 

[掲載料]
■入金期限:掲載用原稿の提出締切日

■金額:学会発表論文:一般論文(10万ウォン), 研究費受託論文(20万ウォン)
 　　　無発表論文  :一般論文(20万ウォン), 研究費受託論文(30万ウォン)
 ※但し、最終的な掲載論文の分量が20ページを超過する場合は1ページあたり1万ウォンを追加で負担

する。

[入金口座]
■口座番号:国民銀行 884201-04-150294 (李吉鎔)

※入金時に送金者の氏名及び送金内容を必ず記載すること(例:山田太郎　審査料)

[審査及び掲載用論文提出先]
本学会オンライン投稿システム(http://jlak.jams.or.kr)から提出する。

▣ 論文作成要領

論文例示ファイル(ronbunrei.hwp)をダウンロードし、これに作成することを推奨する。

1. 編集用紙の形式は以下の通りである。
　■種類:使用者定義, 幅170, 縦240
  ■余白:上20, ヘッダー10, 下10, フッタ-0, 左15, 右15
2. 論文のフォントは韓国語は「新明朝」、日本語は「新明朝略字」を原則とする。但し、MSワードの

場合、韓国語は「明朝」、日本語は「MS明朝」で作成する。各部分別のフォントと体裁は次のとお

りである。   
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   ■論文題目 ポイント 16, 太字, 中央寄せ, 行間隔 160
   ■副題目 ポイント 12, 中央寄せ, 行間隔 160
   ■著者名 ポイント 13, 右寄せ, 行間隔 160
   ■要旨 ポイント 9, 両端揃え, 行間隔 160
 　 ■論文分野 ポイント 9, 左寄せ, 行間隔 160
   ■キーワード ポイント 9, 左寄せ, 行間隔 160
   ■大見出し ポイント 13, 太字, 左寄せ, 行間隔 160 
   ■中見出し ポイント 11, 左寄せ, 行間隔 160 
   ■小見出し ポイント 10, 左寄せ, 行間隔 160 
   ■本文 ポイント 9.5, 両端揃え, 行間隔 160, 段落 インデント 10pt 
   ■引用文 ポイント 9, 両端揃え, 行間隔 160, 段落 左余白 30pt 

(例文など番号がある場合、段落　アウトデント　12pt追加) 
   ■脚注 ポイント 9, 両端揃え, 行間隔 130, 段落 アウトデント 12pt  
   ■参考文献 ポイント 9, 両端揃え, 行間隔 160, 段落 アウトデント 55pt

※ 学会ホームページの論文作成例示を参考にすること。 



            

■  학회사무국 ■  学会事務局

주소: 〒06974 서울시 동작구 

흑석로 84 

중앙대학교 아시아문화학부

이길용 교수 연구실 

H.P : 010・8917・9469(사무국장:전자연) 

住所: 06974 Seoul市 銅雀区 

黒石路 84 

中央大学校 アジア文化学部 

李吉鎔教授研究室 

携帯 : 010・8917・9469(事務局長:全紫蓮) 

   E-mail : jlak123@hanmail.net               Homepage : http://www.jlak.or.kr

ニュースレターでは、会員の皆様の近況およびお知らせを掲載しています。  

記事の掲載をご希望の方は、メール(jlak123@hanmail.net)にてご連絡ください。
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